
安
全
保
障
と
経
済
を 

一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
る

　

経
済
安
全
保
障
は
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
新

し
い
課
題
で
す
。
私
は
、
経
済
安
全
保
障
担
当
大
臣

に
就
任
す
る
以
前
か
ら
、
自
民
党
政
調
会
長
と
し
て
、

ま
た
経
済
安
全
保
障
対
策
本
部
長
と
し
て
、
経
済
安

全
保
障
に
は
問
題
意
識
を
持
っ
て
議
論
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
安
全
保
障
と
経
済
を
一

体
の
も
の
と
し
て
捉
え
、
政
策
を
組
み
立
て
て
い
か

な
け
れ
ば
、
国
益
の
確
保
が
お
ぼ
つ
か
な
く
な
る
と

い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

に
伴
う
産
業
構
造
の
変
化
を
背
景
と
し
て
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
多
様
化
が
進
み
、
世
界
各
国
で
重
要

な
物
資
の
他
国
へ
の
依
存
と
、
そ
れ
に
伴
う
供
給
リ

ス
ク
の
高
ま
り
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性
が
さ
ら
に
浮
き

彫
り
と
な
り
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動
を
脅
か
す
事

態
に
発
展
し
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界

的
に
不
足
し
て
い
る
半
導
体
は
、
多
く
の
産
業
に
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
を
支
え
て

い
く
う
え
で
根
幹
と
な
る
も
の
の
１
つ
で
す
。
日
本

は
一
定
の
優
位
性
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
さ
ら
に
強
靭
化
し
て
い
く
こ
と
は
極
め

て
重
要
で
す
。

　

次
に
、
先
端
的
な
技
術
の
獲
得
を
巡
る
動
向
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
２
つ
の
側
面
が
あ

り
、
１
つ
は
、
日
本
が
い
か
に
技
術
を
開
発
で
き
る

か
と
い
う
点
、
も
う
１
つ
は
、
日
本
の
技
術
を
ど
の

よ
う
に
守
る
か
と
い
う
点
で
す
。
Ａ
Ｉ
や
量
子
と
い

っ
た
技
術
は
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
で
あ
り
、
民
生
技
術

経
済
安
全
保
障
担
当
大
臣

高たかい
ち市
早さなえ
苗

経
済
安
全
保
障
の
課
題
と
展
望
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特集 経済安全保障の確保に向けて

と
し
て
経
済
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
同
時

に
、
軍
事
に
使
用
さ
れ
て
安
全
保
障
に
本
質
的
な
変

化
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
日
本
が
中
・

長
期
的
に
国
際
社
会
に
お
い
て
確
固
た
る
地
位
を
確

保
し
続
け
る
た
め
に
、
諸
外
国
と
伍ご

す
る
形
で
研
究

開
発
を
進
め
る
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
し
、
技
術
が
不
当
に
海
外
に
持
ち
出
さ
れ
、

よ
も
や
そ
れ
が
私
た
ち
を
狙
う
よ
う
な
兵
器
に
転
用

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
は 

高
度
化
・
複
雑
化
し
て
い
る

　

ま
た
、
私
が
長
き
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
き
た
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

社
会
全
体
で
Ｄ
Ｘ
が
進
展
し
、
国
民
生
活
の
利

便
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま
す
が
、
同
時

に
、
全
世
界
的
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
は
高

度
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
に

米
国
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
者
の
管
理
シ
ス
テ

ム
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
全
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
操
業
が
長
期
間
停
止
し
た
事
案
な
ど
、
基

幹
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
対
す
る
脅
威
も
増
大
し
て

い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
、
２
０
２
２
年
９

月
、
ｅ-

Ｇ
Ｏ
Ｖ
を
は
じ
め
20
を
超
え
る
政
府

機
関
の
情
報
シ
ス
テ
ム
や
民
間
鉄
道
事
業
者
等

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
、「
キ
ル
ネ
ッ
ト
」
と
呼

ば
れ
る
ハ
ッ
カ
ー
集
団
か
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃

を
受
け
て
一
時
閲
覧
が
で
き
な
く
な
る
事
案
な

ど
、
政
府
・
民
間
企
業
等
が
対
象
と
な
っ
た
サ

イ
バ
ー
攻
撃
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
変
化
に
適
切
に
対
応
し
、
我

２. 重要物資の安定的な供給の確保に関する制度（第２章）
国⺠の⽣存や、国⺠⽣活・経済活動に甚⼤な影響のある物資の安定供給の確保を図るため、特定重要物資の指定、⺠間
事業者の計画の認定・⽀援措置、特別の対策としての政府による取組 等を措置。

サプライチェーンの強靭化に関する制度の概要

法律の趣旨

１. 基本⽅針の策定 等（第１章）
・経済施策を⼀体的に講ずることによる安全保障の確保の推進に関する基本⽅針を策定。
・規制措置は、経済活動に与える影響を考慮し、安全保障を確保するため合理的に必要と認められる限度において⾏わなければならない。

５. 特許出願の⾮公開に関する制度（第５章）
安全保障上機微な発明の特許出願につき、公開や流出を防⽌するとともに、安全保障を損なわずに特許法上の権利を得ら
れるようにするため、保全指定をして公開を留保する仕組みや、外国出願制限 等を措置。

４. 先端的な重要技術の開発⽀援に関する制度（第４章）
先端的な重要技術の研究開発の促進とその成果の適切な活⽤のため、資⾦⽀援、官⺠伴⾛⽀援のための協議会設置、調
査研究業務の委託（シンクタンク） 等を措置。

法律の概要

経済安全保障推進法の概要
（経済施策を⼀体的に講ずることによる安全保障の確保の推進に関する法律）

国際情勢の複雑化、社会経済構造の変化等に伴い、安全保障を確保するためには、経済活動に関して⾏われる国家及び国⺠の
安全を害する⾏為を未然に防⽌する重要性が増⼤していることに鑑み、安全保障の確保に関する経済施策を総合的かつ効果的
に推進するため、基本⽅針を策定するとともに、安全保障の確保に関する経済施策として、所要の制度を創設する。

外国出願制限

補償

事業者の計画認定・⽀援措置特定重要物資の指定 政府による取組
・国⺠の⽣存に必要不可⽋⼜は国⺠
⽣活・経済活動が依拠している物
資で、安定供給確保が特に必要な
物資を指定

・⺠間事業者は、特定重要物資等の供給確保計画
を作成し、所管⼤⾂が認定
・認定事業者に対し、安定供給確保⽀援法⼈等によ
る助成やツーステップローン等の⽀援

・特別の対策を講ずる必要がある
場合に、所管⼤⾂による備蓄
等の必要な措置

その他
・所管⼤⾂によ
る事業者への
調査

技術分野等によるスクリーニング
（第⼀次審査）

・特許庁は、特定の技術分野に属する発明
の特許出願を内閣府に送付

保全審査（第⼆次審査）
①国家及び国⺠の安全を損なう事態を⽣
ずるおそれの程度

②発明を⾮公開とした場合に産業の発達
に及ぼす影響 等 を考慮

・指定の効果︓出願の取
下げ禁⽌、実施の許可制、
開⽰の禁⽌、情報の適正
管理 等

保全指定

３. 基幹インフラ役務の安定的な提供の確保に関する制度（第３章）
基幹インフラの重要設備が我が国の外部から⾏われる役務の安定的な提供を妨害する⾏為の⼿段として使⽤されることを防⽌
するため、重要設備の導⼊・維持管理等の委託の事前審査、勧告・命令 等を措置。

・対象事業︓法律で対象事業の外縁（例︓電気
事業）を⽰した上で、政令で絞り込み
・対象事業者︓対象事業を⾏う者のうち、主務省
令で定める基準に該当する者を指定

事前届出・審査審査対象
・重要設備の導⼊・維持管理等の委託に
関する計画書の事前届出
・事前審査期間︓原則30⽇（場合により、
短縮・延⻑が可能）

勧告・命令
・審査の結果に基づき、妨害⾏為を防⽌する
ため必要な措置（重要設備の導⼊・維持
管理等の内容の変更・中⽌等）を勧告・
命令

・個別プロジェクトごとに、研究代表者の同意を得て設置
・構成員︓関係⾏政機関の⻑、研究代表者/従事者 等
・相互了解の下で共有される機微情報は構成員に守秘義務

官⺠パートナーシップ（協議会） 調査研究業務の委託
（シンクタンク）

・重要技術の調査研究を⼀定の能⼒を
有する者に委託、守秘義務を求める

国による⽀援
・重要技術の研究開発等に対する
必要な情報提供・資⾦⽀援等

施⾏期⽇

・公布（令和４年５⽉18⽇）後６⽉以内〜２年以内 ※段階的に施⾏

図表　経済安全保障推進法の概要
（経済施策を⼀体的に講ずることによる安全保障の確保の推進に関する法律）

出所：内閣府
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が
国
と
し
て
、
経
済
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
に
、

経
済
構
造
の
自
律
性
の
向
上
、
日
本
の
技
術
な
ど
の

他
国
に
対
す
る
優
位
性
、
ひ
い
て
は
国
際
社
会
に
と

っ
て
の
不
可
欠
性
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
な
が
ら
、
同
志
国
と
の
協
力
を
拡
大
・
深
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

２
０
２
１
年
10
月
の
岸
田
政
権
発
足
に
伴
い
、
初

め
て
経
済
安
全
保
障
担
当
大
臣
が
置
か
れ
て
、
２
０

２
２
年
５
月
に
は
「
経
済
安
全
保
障
推
進
法
」
も
成

立
し
、
日
本
の
経
済
安
全
保
障
の
取
り
組
み
は
、
重

要
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

「
経
済
安
全
保
障
推
進
法
」
は
、
①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
強
靭
化
、
②
基
幹
イ
ン
フ
ラ
役
務
の
安
全
性
・

信
頼
性
向
上
、
③
先
端
的
な
重
要
技
術
の
開
発
支
援
、

④
特
許
出
願
非
公
開
、
の
４
本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
８
月
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
と
重
要

技
術
開
発
支
援
の
分
野
が
前
倒
し
で
施
行
さ
れ
、
９

月
に
は
法
律
全
体
の
実
施
に
係
る
基
本
方
針
と
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
重
要
技
術
の
基
本
指
針
が
閣
議
決

定
さ
れ
る
な
ど
、
法
律
の
本
格
的
な
実
施
の
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
を
、

実
効
力
を
伴
う
法
制
度
と
し
て
確
立
す
る
べ
く
、
作

業
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
安
全
保
障
の
課
題
は
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
、
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
今
後
の
情
勢
の

変
化
を
見
据
え
、
さ
ら
な
る
課
題
に
つ
い
て
不
断
に

検
討
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

課
題
の
１
つ
は
、
重
要
な
技
術
情
報
な
ど
を
取
り

扱
う
者
へ
の
資
格
付
与（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
）の
問
題
で
す
。こ
れ
は
、「
経
済
安
全
保
障
推

進
法
」成
立
時
の
附
帯
決
議
で
示
さ
れ
、ま
た
私
も
政

調
会
長
と
し
て
審
査
に
携
わ
っ
た
「
骨
太
方
針
２
０

２
２
」
で
も
示
さ
れ
た
通
り
、
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
は
、

個
人
の
情
報
に
対
す
る
調
査
を
含
む
も
の
で
す
か
ら
、

こ
う
し
た
制
度
に
対
す
る
国
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

の
醸
成
の
度
合
い
を
十
分
に
検
証
し
つ
つ
、
大
臣
と

し
て
議
論
を
前
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
済
安
全
保
障
に
対
す
る 

意
識
の
醸
成
が
重
要
で
あ
る

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
全
体
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
企
業
の
経
済
活
動
は
原
則
自
由
と
い
う
大
前
提

に
立
っ
た
う
え
で
、
政
府
は
、
こ
れ
を
大
き
く
阻
害

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
政
府
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
限
界
が
あ
り
、

民
間
企
業
に
お
い
て
、
経
済
安
全
保
障
に
対
す
る
意

識
を
醸
成
し
、
必
要
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

経
済
安
全
保
障
を
担
当
す
る
部
署
を
置
く
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
の
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
、
技
術
流
出
防
止
の
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
、
な
ど
の
動
き
が
あ
る
こ
と
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
政
府
の
措
置
に
よ
っ
て
、
経

済
面
か
ら
国
家
お
よ
び
国
民
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

年
々
、
高
度
化
・
巧
妙
化
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

脅
威
に
対
し
て
も
、
官
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
不
断

に
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
強
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

政
策
内
容
の
周
知
・
広
報
に
努
め
つ
つ
、
今
後
と

も
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
と
の
間
で
し
っ
か
り
と
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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